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基本方針

１．利便性の高い都市の形成に向けた都市機能の誘導

２．歩いて暮らせる生活圏の形成に向けた居住の誘導

３．公共施設等の計画的な更新と長寿命化

４．空き家・空き地等の民間資源の活用

１．利便性の高い都市の形成に向けた都市機能の誘導

○「都市機能誘導エリア」では、商業施設、子育て施設、医療・福祉施設、公共施設等の

都市機能を地域の特性に応じて誘導することで、利便性の高い都市を形成します。

○「中心市街地等」では、広域の利用者を対象とする高次都市機能の集積を図ります。

○「地域生活拠点」や「団地核」では、店舗などの生活利便施設の集約を図ります。

○「集落核」では、集落機能の維持・保全に向けて、小～中規模な店舗などの生活利便施

設の誘導を図ります。

それぞれの地域特性に応じて生活に必要な施設が集約する拠点の形成などを進め、

「コンパクトで暮らしやすい都市」を目指します。

基本目標１ コンパクトで暮らしやすい都市

利便性の高い都市のイメージ

中心市街地に様々な施設が
集まっている

各地域においては、歩いて行ける
範囲に店舗などの生活利便施設が
集まった拠点がある

地域の拠点

地域の拠点 地域の拠点

大規模な商業施設などの誘導

店舗などの生活利便施設の誘導

中心市街地

農業生産環境の保全

地域の拠点

最寄りの生活利便施設で足りないものは、車を使わなくても
バスなどの公共交通を利用して買い物などに行ける
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２．歩いて暮らせる生活圏の形成に向けた居住の誘導

○「居住誘導エリア」では、居住の誘導を図ることで、人口密度を維持し、生活の利便性

が確保された都市を形成します。

○「中心市街地等」では、都市機能が集積された利便性の高い地域特性を生かし、都心居

住を誘導します。

○市街地平坦部では、公共交通の利便性を生かし、都市型居住を誘導します。

○住宅団地などでは、良好な住環境を生かし、ゆとりある居住を誘導します。

○集落などでは、集落機能を維持するため、居住を誘導しますが、農業生産環境の保全な

どの観点から、新たな大規模開発は抑制します。

○医療、介護、生活支援などのサービスが提供される生活圏では、高齢者の居住の誘導を

図ります。

３．公共施設等の計画的な更新と長寿命化

○都市づくりと連携しながら、公共施設等の適正な配置を検討します。

○道路や下水道などのインフラの計画的な更新と長寿命化を推進します。

○公共施設等の整備・運営に民間の資金などの導入を推進します。

○公共空間を多様な用途に活用するための取組を検討します。

○長期未着手の都市計画道路や公園の見直しを検討します。

４．空き家・空き地等の民間資源の活用

○住宅が循環利用される環境の整備など、住宅ストックの活用を検討します。

○都市のにぎわいを創出するため、空き店舗などの有効活用を検討します。

○空き地を交流広場とするなど、有効活用を検討します。
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コンパクトで暮らしやすい都市の方針図
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